
明 細 書 

 

名 称 令和 8年度 平野下水処理場汚泥溶融炉で 

使用する都市ガス 1,008,250m3 

 

円 

 消 費 税 額 円 

 合 計 円 

 

契 約 内 容 数 量 摘 要 

① 都市ガスの種類 

13A 中圧 B 

 

② 契約最大ガス使用量 

498㎥/h 

 

③ 契約年間ガス使用量 

1,008,250㎥ 

 

④ その他 

詳細内容については都市ガス供給仕様書

による。 

 

 

 

 

 

 

 

一式 
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都市ガス供給仕様書 

 

１ 概要 

（１） 需要場所 大阪市建設局 南部方面管理事務所 平野下水処理場 

大阪市平野区加美北２丁目６番６９号 

（２） 業種及び用途 公共下水道事業（汚泥処理施設） 

 

２ ガスの概要 

（１） ガスの種類 都市ガス 13A 

（２） 供給熱量 一般ガス導管事業者が定める供給約款による。 

（３） 供給圧力 中圧Ｂ 

 

３ 使用条件の概要 

（１） 契約最大ガス使用量：498 ㎥/ｈ 

（契約最大ガス使用量とは、契約で定める１年間を通じて１時間当たりの最大ガス

使用量をいう） 

（２） 契約年間ガス使用量：1,008,250 ㎥ 

（契約年間ガス使用量とは、契約で定める１年間の契約予定月別使用量の合計量を

いう） 

（３） 予定年間ガス引取量：705,775 ㎥ 

（予定年間ガス引取量とは、契約で定める発注者が１年間において最低引き取らな

ければならないガス量をいう） 

（４） 契約最大需要期使用量：415,870 ㎥ 

（契約最大需要期使用量とは、需給契約期間の 12 月～翌 3 月における合計ガス使

用量をいう） 

（５） 予定月別使用量は、別紙１による。 

 

４ 供給期間 

  令和 8 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月 31 日までの 1 年間とする。 

 

５ ガス料金の算定基準 

（１） ガス料金は、財務省貿易統計の令和 6年 5月から令和 7年 4月の公表値の平均原

料価格（LNG 93,692円/t 、LPG 94,239円/t）を用いて算出し、その算出方法を

提示するものとする。なお、石油石炭等租税課金は LNG1,860 円/t、LPG1,860 円

/tを用いて算出するものとする。 
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（２） 託送料金単価は、一般ガス導管事業者の令和 7 年 4 月 1 日時点での託送供給約款

（以下「託送約款」という）に定める託送供給料金を用いて算出するものとする。 

なお、一般ガス導管事業者の託送供給約款等が改正され、託送供給料金が変更なっ

た場合は、発注者と供給者が協議のうえ、料金単価の調整を行うものとする。 

 

６ ガス料金単価調整 

（１） ガス料金の価格変動があり、原料費が変動した場合において、社会的に単価調整の

必要があると認められるときは、大口供給条件に基づき改定できるものとする。 

ただし、単価調整は、２ヶ月ごとにできるものとする。 

（２） 単価調整とは、入札時に算出された基準平均原料価格と請求時に算出された平均原

料価格の差額を基準平均原料価格の単価に増減して請求時の単価とすることを意味す

る。 

（３） 単価調整を行う場合は、入札時と請求時の原料費の算出資料を提出するものとする。 

（４） 調整とは、一定期間内のコストの変動に伴い、各社の基準となるガス料金単価に修

正を加えるべき増減分を意味する。 

（５） これらによりがたい場合は、別途協議するものとする。 

 

７ 契約年間ガス使用量の増減 

  大阪市建設局南部方面管理事務所平野下水処理場（以下「平野下水処理場」という） 

 におけるガス使用量は、都合により契約年間ガス使用量を上回る、または下回ることが

ある。 

 

８ 予定年間ガス引取量の未達 

  予定年間ガス引取量に満たず、補償料の支払いが発生した場合は、精算額を請求する

ことができる。 

 

９ 契約最大ガス使用量の超過 

  契約最大ガス使用量を超過し、補償料の支払いが発生した場合は、精算額を請求する

ことができる。 

 

１０ 契約最大需要期使用量の超過 

  需給契約期間の 12 月～翌 3 月における実績使用量が契約最大需要期使用量の 105 パ

ーセントを超過し、補償料の支払いが発生した場合は、精算額を請求することができ

る。 
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１１ ガス料金の算定 

  ガス料金は、1 ヶ月（前月の計量から当月の計量までの期間をいう）の使用量により

算定する。なお、入札時の契約年間ガス使用量が予想使用量であるため、契約期間中に

おける毎月のガス使用量に応じて計算する。 

 

１２ ガスの安定供給 

  ガス供給者は、平野下水処理場におけるガスの安定供給をはからねばならない。ただ 

 し、以下の場合、ガスの供給を中止し、またはガスの使用を制限、若しくは中止の申し  

出ができる。 

（１） ガスの需給上やむを得ない場合 

（２） ガス供給会社のガス供給設備に故障が生じ、又は生じるおそれがある場合 

（３） ガス供給会社のガス供給設備の修繕、変更その他の工事上やむを得ない場合 

（４） 天災地変等の場合 

（５） その他保安上必要がある場合 

 

１３ ガス使用量の測定方法 

（１） ガス導管事業者が設置した計量器により毎月検針を行うものとする。 

（２） 検針場所は汚泥処理施設エリア内ガスメータ室（メータ２箇所）とする。（別図

１～３による） 

（３） 使用期間は原則毎月１日から当該月の末日までとする。 

 

１４ ガス供給設備の財産分界点 

  敷地境界とする。 

 

１５ 秘密の保持 

  ガス供給者は、業務上知り得た情報並びに事項については、他に漏らしてはならな

い。 

 また、供給期間終了後も同様とする。 

 

１６ その他 

  応札に当たっては本仕様書を十分検討し、疑義ある場合は質問期間内に指定の方法に

よりよく質し、その内容を熟知の上応札するものとする。質問受付期間経過後の疑義に

ついては受付しない。契約後における仕様書の疑義は、本市の解釈によるものとする。 

 

【本市担当者】大阪市平野区加美北２丁目６番６９号 

       大阪市建設局 南部方面管理事務所設備課 （平野下水処理場） 

       有北 幸央  Tel.070-6523-6743 

以 上  
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別紙 1 

 

令和 8年度 月別予定ガス使用量 

                            平野下水処理場 

 

 

 月 

月間ガス使用量 

（m3/月） 

時間最大ガス使用量 

      （m3/h） 

 

4月 

 

116,100 

 

498 

 

5月 

 

74,660 

 

498 

 

6月 

 

100 

 

498 

 

7月 

 

40,480 

 

498 

 

8月 

 

119,970 

 

498 

 

9月 

 

116,100 

 

498 

 

10月 

 

119,970 

 

498 

 

11月 

 

5,000 

 

498 

 

12月 

 

67,570 

 

498 

 

1月 

 

119,970 

 

498 

 

2月 

 

108,360 

 

498 

 

3月 

 

119,970 

 

498 

 

合 計 

 

1,008,250 

 

― 

※ 時間最大ガス使用量：１時間当たりのガス使用量の最大値（デマンド） 

 



別図 1

ガスメーター室
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別図２
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別図 3
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